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その他、ご意見・ご要望および図書館からの回答等は、後日附属図書館HPに掲載予定です。 

過年度の懇談会でいただいた意見については、附属図書館HPをご覧ください。 

https://www.lib.akita-u.ac.jp/top/ja/node/41#head4 

学生と館長・分館長の懇談会を実施しました

研究に必要な文献をもっと充実させてほしい！ 

教員の推薦図書の展示企画をしてほしい 

書庫に学生が入っていいのか分からなかった 

他の利用者のタイピング音

が気になる… 

小説や文庫本も 

増やしてほしい 

 令和6年12月20日（金）、中央図書館2階研修室にて「学生と館長・分館長の懇談会」を開催しました。今回は各学

部から計7名の学生のみなさんにご参加いただき、清水 宏明 館長、大森 泰文 医学分館長および附属図書館職員

との意見交換を行いました。  

 懇談では、学習・研究に必要な資料の充実についての要望のほか、学習環境の整備、資料の利用、図書館のイベン

トや広報等に関して、普段附属図書館を利用する学生の目線から率直な意見をお話いただきました。 

 今回いただいた貴重なご意見・ご要望を参考に、学習環境や居心地の良い空間づくり、図書館サービスの検討・改

善に努めて参ります。 

 毎年開催する「学生と館長・分館長の懇談会」では、附属図書館が提供する研究・学習のための資料や学習環境・

サービスのあり方について学生のみなさんと意見交換を行っています。 

 また、図書館へのご意見・ご要望がありましたら、附属図書館まで随時お知らせください。 

https://www.lib.akita-u.ac.jp/top/ja/node/41#head4
https://www.lib.akita-u.ac.jp/top/ja/node/41#head4


◆10月23日（水） Vol.2 『生理（月経）のことみんなで話してみよう』
 

 第２回目の講演会は、生理（月経）をテーマに、大学院医学系研究科 
保健学専攻 看護学講座（母性看護学分野）の工藤 直子講師にご講演
いただきました。 

 講演では、女性の生理やそれに伴う心身の不調や課題、生理とうまく
つきあうコツについてお話しいただきました。参加者によるグループ
ワークでは、女性・男性双方の目線や個人個人の立場から生理について
の悩みや疑問などを考え、共有することで、生理について正しい知識・
情報を得る貴重な時間となりました。 

図書館見学受入状況 
（令和6年10月～12月） 

実施日 学校名等 

2024/10/8（火） 県立増田高等高校 

2024/10/10（木） 県立湯沢高等学校 

2024/10/11（金） 県立横手城南高等学校 

2024/10/24（木） 県立西仙北高等学校 

2024/10/25（金） 秋田県PTA連合会 

2024/11/29（金） 秋田高等教育ネットワーク 

イノベーションスペース開設記念講演会実施報告 

◆12月4日（水） Vol.3 

『こころが安全に 長持ちするために～ネガティブ感情とのかかわり方～』

 第３回目の講演会では、心をテーマに教育文化学部 地域文化学科 
地域社会・心理実践講座の北島 正人教授にご講演いただきました。 

 講演では、ライフサイクルにおける心の発達や変化、人間の基本
感情の分類およびそれらによる反応などについてさまざまな具体例
を挙げながら解説いただきました。 

 誰にとっても身近な「ネガティブ感情」の性質や適切な対応につ
いて理解し、改めて考える機会となりました。 

テーマの特性を考慮
し、この回では座席を
男女に区切って実施し
ました。 

レイアウトを自由に変
えて話し合いに活用で
きるイノベーションス
ペースならではの講演
会となりました。 

講演で紹介された映画
「インサイド・ヘッド」
のストーリーは、中央図
書館所蔵資料でも読むこ
とができます。 

※第1回講演会の実施報告は、「しゅうと！」No.30に掲載しています。 

附属図書館では、大学訪問等の一環
で図書館見学を受入しています。見
学時は足音や話し声が発生します
が、何卒ご理解・ご協力をお願い致
します。 

https://www.lib.akita-u.ac.jp/
opac/volume/745469 

https://www.lib.akita-u.ac.jp/top/sites/default/files/pdf/lns/lns30.pdf
https://www.lib.akita-u.ac.jp/opac/volume/745469
https://www.lib.akita-u.ac.jp/opac/volume/745469
https://www.lib.akita-u.ac.jp/opac/volume/745469


中央図書館で職場体験を行いました 

 中央図書館では12月5日（木）、秋田大学附属中学校の生徒3
名の職場体験を実施しました。 
 書架整理や返却資料の配架、サービスデスク業務のほか、展示
の準備などの様々な図書館業務を実際に体験しました。 
 準備をお手伝いいただいたミニ展示は、1月末まで中央図書
館１階で展開しております。 

 令和6年10月29日（火）、中央図書館１階ラウンジで、附属図書館が主催する「秋
田大学ビブリオバトル2024」を開催しました。当日はたくさんの方にご来場いた
だき、大盛況のイベントとなりました。 

 今回は４名の学生が発表者として参加し、読んでおもしろいと思った本を１人５分
の持ち時間で熱くプレゼン。その後、観覧者を交えた３分間のディスカッションを行
い、それぞれが全力で紹介を行いました。 

 全員の発表を聞いた観覧者および発表参加者により、「どの本を一番読みたく
なったか」の投票を行いました。接戦となった投票の結果、今回の「チャンプ本」は
「悪口教養本」に決定しました。 

附属図書館では、今後もイベントや展示など、利用者のみなさんが図書館や本に親
しむための取り組みを行っていきます。ぜひお気軽に図書館へお越しください。 

発表者（所属）※発表順 書名 

 市川 彪雅 さん 

（理工学部1年） 
ケーキの切れない非行少年たち  

塚本 悠希 さん 

（医学部4年） 
全国郷土玩具ガイド <1>  

 引地 悠 さん 

（医学系研究科博士課程4年） 
成瀬は天下を取りに行く  

藤原 光翼 さん 

（理工学部1年） 
教養悪口本  ▲(左から) 

清水館附属図書館長、藤原さん、引地さん、塚本さん、市川さん 

三浦文庫展示（令和6年度第2期）   
【展示期間】2024年12月24日（火）～2025年1月20日（月）  【展示場所】中央図書館2階エレベーター前  

 三浦文庫は、2001（平成13）年4月に交通事故で尊い生命を奪われた三浦 芳代子さん（当時教育文化学部3年/20歳）

のご両親によりご寄贈いただいた心理学・犯罪被害者支援関連の図書・雑誌です。 

志半ばで亡くなった三浦さんを偲び、命の大切さを見つめ直す機会とするため、三浦文庫の資料の一部を展示いたします。  

 令和6年度4月～6月の展示に続き、今年

度2回目の特設展示となる今回は、秋田県

警察より「犯罪被害者いのちのパネル展」の

パネルも展示します。 

 「犯罪被害者いのちのパネル展」は秋田県

警察本部や警察署が主催する各種行事等

をはじめ、県内各地で開催されています。 

展示するパネルには、交通事故などにより

大切なご家族を亡くされた方の協力を得て

作成され、被害に遭われた方の写真ととも

に、ご遺族の思いが綴られています。  

秋田大学ビブリオバトル2024を開催しました 

https://www.lib.akita-u.ac.jp/opac/volume/949810


 令和6年11月6日、7日の2日間に渡り、中央図書館1階コモンズにお

いて本のリユース市を開催しました。 

 リユース市は廃棄予定の本を必要とする方にお譲りして、資源の有効

活用をしてもらうために開催しております。今回出品されたのは、重複

等により除籍した本、寄贈いただいたものの受入基準に適合しなかっ

た本などでありましたが、600名ほどの方に来場いただき、1,800冊

もの本が新たな持ち主の元へと貰われていきました。 

本のリユース市を開催しました 

 令和6年11月、秋田市在住の山口昭彦氏より秋田医学校に関する史料

15点を寄贈いただきました。明治時代初期に存在した秋田医学校の講義

録のほか、江戸から明治にかけての症例集や治験に関する史料などです。

整理後には、展示会にて一般公開する予定としております。 

秋田医学校に関する史料 

○秋田医学校 

明治8年（1875）に文部科学省の認可を得て開設されたが、必要なスタッフを揃

えられず一年足らずで廃校となった。明治16年（1883）に吉田貞準を校長に甲

種医学校として再開されたが、財政難により五年後の明治21年（1888）に廃校

となった。主な卒業生に講義録筆記者の木田篤祐、陸軍軍医総監となった中村緑

野（中原中也の名付け親としても有名）などがいる。なお、附属図書館では秋田医

学校の旧蔵書を一部所蔵している。 

○吉田貞準 

福井県出身、現在の東京大学医学部の第一期卒業生。秋田医学校校長を務め

た後、明治34年（1901）に海軍軍医総監となる。明治37年（1904）秋田市土

手長町中丁にて医院開業。また、実弟の織田信卿（織田家へは養子で入った）も

秋田と縁があり、明治20年（1887）に平鹿郡立病院病院長を務め、明治33

年（1900）には山本郡能代港町で織田病院を開業した。 

参考資料 

山口昭彦「明治初期における秋田医学校について」『秋田医報』No.1270、2007 

石田秀一『秋田の医史覚え書き』上 下、1993-4 

寄贈 

いただき 
ました！ 

https://www.lib.akita-u.ac.jp/opac/volume/64860
https://www.lib.akita-u.ac.jp/opac/volume/64861


電子ジャーナルの契約の変更のご案内 

2025.1～ MEDLINE Ultimate                                                                
EBSCO社提供の医学系のデータベース。約3,100誌の全文を収

録。JAMA（遅延1か月）、Annals of Internal Medicine等の

重要なジャーナルが利用できます。 

新
規 

2024.12～ 
ProQuest Health & 

Medical Collection 

クラリベイト社提供の医学系データベース。約4,000タイトルの全

文を収録。Nature関連誌約30誌（遅延12か月）、BMJ（遅延70

日）等が利用できます。 

新
規 

～2025.3 Science 上記のMEDLINE Ultimateで遅延なしで利用可能です。 
中
止 

～2024.12 
New England   

Journal of Medicine 

上記のHealth & Medical Collectionで3か月の遅延で利用

可能です。 
中
止 

※上記の新規契約の各データベースは、図書館のウェブサイトの「検索ツール」または、各文献データベー

スの検索結果に表示される文献へのナビゲートのアイコン等からご利用いただけます。 

主な変更内容 

 
▲PubMed ▲Scopus ▲Google Scholar  

 現在、電子ブックEBSCO eBook Collectionの試読サービスを実施中です。 

 試読サービスでは、幅広い分野の和書約18,000タイトル、洋書約320,000タイトル以上の電子ブックを購入済の 

タイトルと同じように時間制限なしで閲覧できます！ 

 学認＊に対応しているので、時間や場所を気にせずにアクセス可能です。この機会にぜひご利用ください。 
 

＊学認では、学外からAUアカウント（学生はanetと同じID・パスワード、教職員はセンターID）でログインすることで、

秋田大学が契約している電子ブック・電子ジャーナルにアクセス可能です。 

EBSCO eBook Collection 

試読サービスを実施中！（2/3まで） 

■洋書 試読対象コレクション 

Academic Collection  / Business Collection / Education Collection  / 

Engineering Core Collection / ITCore Collection / History Collection /  

Nursing Collection / Psychology Collection / Clinical Collection 

http://search.ebscohost.com/login.aspx?authtype=ip,shib&custid=ns129387&group=main&profile=ehost&defaultdb=nlebk 

本学教員が著し、寄贈いただいた資料です（分担執筆含む）。 本
学
教
員
著
作 

寄
贈
図
書 

書名 寄贈者（敬称略） 請求記号 

Njioer melambai 
Horton William Bradley  

(教育文化学部) 編著  
929.42||Y97 

秋田を学ぶ : 自然と社会 臼木智昭(教育文化学部) 分担執筆 291.24||A37 

アイコン例 

https://www.lib.akita-u.ac.jp/top/searchtool
http://search.ebscohost.com/login.aspx?authtype=ip,shib&custid=ns129387&group=main&profile=ehost&defaultdb=nlebk
http://search.ebscohost.com/login.aspx?authtype=ip,shib&custid=ns129387&group=main&profile=ehost&defaultdb=nlebk
https://www.lib.akita-u.ac.jp/opac/volume/1023187
https://www.lib.akita-u.ac.jp/opac/volume/1024353


 学生と館長・分館長の懇談会や講演会、ビブリオバ

トル、本のリユース市など、秋から冬にかけて実施し

た附属図書館の行事が盛りだくさんの「しゅうと！」

となりました。どの行事においても、たくさんの方の

ご参加・ご協力をいただき、非常に実りあるものとな

りました。 

 また附属図書館では、冊子体・電子リソースともに

より充実したものとなるよう整備を進めております。

学生・教職員は自宅から利用できるものも多くありま

すので、悪天候や野生動物の出没で来館が難しいとき

にもぜひご利用ください。 

 中央図書館 

TEL：018-889-2279 

FAX：018-832-4917 

MAIL: libriyo@jimu.akita-u.ac.jp 

 医学図書館 

TEL：018-884-6052  

FAX：018-884-6252 

MAIL: ibun@jimu.akita-u.ac.jp 
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※ 教職員の皆様が研究費で購入した資料についても、退職時に図書館へ返却が必要です（附属図

書館利用規程 第10条4項による）。他の教職員の方へ資料を引き継ぐ場合も、貸出データ等の修

正等のため返却が必要です。詳しくは附属図書館へご相談ください。 

 研究図書や雑誌をまとめて図書館に返却する際は、保管場所確保等のため、事前に図書館へご来

館日時をお知らせください。 

対象となる貸与物 返却期限日 

図書・雑誌（主に製本雑誌） ※ 令和7年３月１4日（金） 

中央図書館発行のコピーカード 令和7年２月２８日（金） 

特別利用カード（教職員・院生） 令和7年２月２８日（金） 

特別利用カード（医学科6年生・保健学科4年生） 国家試験出発前 

お 知 ら 
か 

ら 
の 図書館 せ 

 ３月到着分の学外文献を公費でお支払いの場合、予算振替は【次年度7月】を予定しています。

今年度末退職予定の方の予算をご利用の場合、予算振替ができません。今年度末退職予定の方の

依頼で、文献が３月に到着する場合は、支払い方法の変更（私費など）をお願いする場合がござ

います。予めご承知おきのうえ、ご協力をお願いいたします。 

の出没 ご注意ください！ 
秋田県内でクマの目撃情報が相次いでおり、１月現在も  

ツキノワグマ出没警報が発令されています。 

大学付近でクマの目撃情報があったときは、図書館の開館

時間や開館予定が変更となる場合もあります。最新情報

は、図書館HPやa・net、AU-CIS、等をご確認ください。 

 熊侵入防止のため、中央図書館

正面入口自動ドアの一部にタッ

チスイッチを設置しました。 

ご来館の際は、タッチスイッチ

を押して入館してください。 

https://www.lib.akita-u.ac.jp/top/sites/default/files/pdf/other/riyokitei.pdf
https://www.lib.akita-u.ac.jp/top/sites/default/files/pdf/other/riyokitei.pdf

